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【全労連青年部では!!】「新社会人宣伝行動」 

日時：2014 年 4 月 1 日（火）18 時～20 時 

場所：池袋駅東口 

内容：人数に応じて複数個所に分かれてハンドマ

イクで訴え、権利手帳やシール投票で対話もしな

がら、音楽もかけながら楽しく訴えようと思いま

す。是非、各地でも取り組みましょう!! 

 

 

 

日本武道館(東京・千代田区)で行われた法政大学第 132回学位授

与式に合わせ東京地評では、30人で 卒業式宣伝を行い、2000枚

のティッシュと権利手帳を配布しました。宣伝では｢この働き方は

おかしいな？と思ったら権利手帳の後ろに書いてある労働相談ホ

ットラインに電話をして下さい。人間らしく働ける環境を作るに

はまずは労働組合に入る

ことから」「目標や夢をも

って働き続けるために。

私たちからエールを送ります。働きながら生活していく中では、困

ったことや辛いことがときには訪れます。しっかり休んで体の調子

を整え、充実した社会人生活を送るため必要なことばかりです。是

非、この手帳をご活用ください」と訴えました。(写真 2 枚：宣伝の

様子) 

  

  

 

卒業式宣伝だけでなく、成人式宣伝、新社会人宣伝、様々な宣伝

行動が取り組まれています。 

大学の卒業式で県労連や地域労連、青年部が権利手帳配布行動を

行っています。また大学教職員組合が卒業式宣伝を行う予定もそれ

ぞれあるようです。岩手では 3 月 24 日に岩手大学で卒業式宣伝、

広島では 3 月 19 日に広島経済大学、および県立広島大学での卒業

式権利手帳配布

行動、大阪では 4

月 20 に新社会人

に向けて商店街などでハンドマイクを使いながら権利宣

伝、愛知ではフレッシャーズ宣伝を 4月 1日に市職労など

と一緒にオフィス街で権利手帳を使って行います。徳島で

は、大学教職員組合が宣伝行動を予定しています。各地の

取り組みを全国発信していきたいと思いますので、情報が

ありましたらおよせください。(写真は広島の卒業式宣伝) 
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 あの日から 3年。家族や友人を津波被害で失った多くの被災者は悲しみを胸

にこれからも生き続けていかなければなりません。震災当時に比べ、報道はほ

とんどされなくなり記憶からも薄れて行く今、私たちは何が出来るのか問われ

ていると思います。2014 年 3 月 11 日、全労連青年部はじめ個人で構成する実

行委員会の呼びかけで開催した｢キャンドルプロジェクト｣は、渋谷の代々木公

園のケヤキ並木道で 19 時から集会を行いました。犠牲者の追悼、復興への決意、原発のない社会の実現を

願ってキャンドルを灯しました。主催者を代表して柳田さんは「震災のことを決して忘れず、防災と減災に

生かすことで、私たちのなかで、街のなかで、犠牲者にもう一度生きてもらうことが自分にできることだと

思う」と話しました。130 人が参加しました。集会では参加者が次々とマイクを握り思いを訴えました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニオンユースアカデミー５/31日(土)～6/1(日)開催 

 

 

佐藤聡さん（呼びかけ人・福島

出身）は被災地は手つかずのままに

あること、いわき市では避難者との

間で分断が起きていること、東京オ

リンピックの報道への悔しさを述

べ「自分にできることはまわりの人

に伝えること。ぜひ、一度原発周辺 

を見てほしい」と訴え、避難先で亡くなった親戚に触れ、

「生きている内に帰れず、亡くなっても帰れない。こん

な無念なことはない。今日だけでなく、明日以降も被災

地を忘れず心をよせてください」と参加者に呼びかけま

した。 

 

集会では参加者が次々とマイクを握り思いを訴

えました。 

震災後、石巻市の大川小学校を訪れたという、中 

学 3 年生は、「私は当時小学６年生だった。同い年の

人が津波でたくさん亡くなったと知って涙が止まらなかった」と発言。被災地の高校生との交流に触れ 

「この苦しみをなぜ高校生が味あわなければいけなかったのか、東京の高校生にも知ってほしいし、私たち

も伝えて行きたい」と決意を述べました。 

高校生は「危ないと分かっていた国と東電は完全な犯罪。３・１１までは原発事故は知らなかったけれど、

原発の被害を、単なる悲劇にするのか、無知を反省して同じ過ちが起きない社会にできるかどうかは私た 

ちの行動にかかっている。原発が無くなるまで行動 

していきたい」と話しました。 

友人２人を津波で亡くして

しまったことにふれ「３年経っ

たいま、『忘れない』というフ

レーズがこれから一番大切に

なる。１人ひとりがすごいこと

をできるわけじゃないけれど、

忘れないで震災や亡くなった 

方々を語り継いでいきたい」と語る石巻市出身の

労働者の三浦慶範さん（左写真） 

 

全労連青年部は今年もユニオンユースアカデミーを開催します。今年は福島の被災地を視察し、現地で暮

らす労働者の話を聞きます。あの日から 3 年。東日本大震災では、津波などによって多くの方が家族や友人

や恋人を亡くしています。また原発事故によって避難している方も大勢います。いまだに多くの方が仮設住

宅で過ごしています。帰宅困難区域などでは津波の後片付けもままならないため、いまだに手がつけられて

いない現状もあります。津波被害者の中には、「原発ばかり話題になっているが津波の被害は忘れられてい

るのではないか」という声や、人によって受けられる支援が違っていたりという中で分断が生じているなど、

様々な問題が起きています。改めて、原発事故がもたらした被害とはどんなものなのか、復興が進まない原

因は何なのか見つめ直す機会にし、地元で生き続け働き続けるということがどういうことなのかを伺い、今

後の青年部の取り組みや各地の取り組みに活かすことを目指します。 

⇒チラシ 3面 
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５月３１日(土)  11 時  東京駅集合 バスでいわきへ   

 

 全労連青年部 ユニオンユースアカデミー2014in福島 

○単産・地方組織を通じて申し込んでください。 

 問い合わせ 全労連青年部 担当：五十嵐、栗原、梅井   Tel：03-5842-5611 Fax：03-5842-5620 Mail：youth@zenroren.gr.jp 

参加費  全日程参加（宿泊付） 12,000円（夕食・朝食付、5/31・6/1昼食付） 

18時  夕食交流  ＊いわき市労連青年や避難者の方と交流（予定） 

2011年 3月 11日、東日本大震災、福島第一原子力発電

所の過酷事故から 3 年。放射能汚染水漏れなど、事故収

束の目処も立たず、いまだに 14万人（原発事故による避

難者数）もの人々が満足な補償も受けられないままの避

難生活を余儀なくされています。原発事故がもたらした

被害とはどんなものなのか、復興が進まない原因は何な

のか見つめ直す機会にし、地元で生き続け働き続けると

いうことがどういうことなのかを伺い、今後の青年部の

取り組みや各地の取り組みに活かすことを目指します。 

６月１日（日） 

案内 佐藤三男 原発事故の完全賠償をさせる会 代表委員 

希望者のみバスで東京駅へ 13時 いわき駅着 交流後、解散 

 

・久の浜地区と浜風商店会 ・広野町 ・楢葉町 ・Jビレッジ ・富岡駅と駅前 など 

 

 

    

  学習交流：いわきで暮らし、働いている労働者の視点から見た原発事故と大震災（仮） 

       ・講師 早川篤雄 宝鏡寺住職(福島原発 避難 者訴訟原告団・団長） 

       ・現地労働者の話：打診中 

       

14時 いわき着  

宿泊場所周辺では現在 0.08μＳｖ        

 

宿泊地  新舞子ハイツ  福島県いわき市平下高久字南谷地 16-4  

電話：0246-39-380 

※FWにあたっては放射線測定器を用意します。  

1 日目 

2 日目 

食材は国の基準値以下のものを使用しています。 

各人ご了解の上、ご参加ください。 

骨組みだけになった高校の体育館 富岡駅 

時間が止まったままの 

被災した富岡町 

8時 津波・原発被災地をめぐる 

全日程参加（宿泊無）  5,000円（夕食付） 

日帰り            1,000円 

（コースには入っていません） 
富岡駅前通りの美容室の時計 


